
書
叉
は
洋
風
書
を
縛
し
て
居
る
〇
三
家
の
名
は
古
書
備
考

欝
骨
悟
見
ね
、
融
思
の
事
は
扶
桑
名
称
傳
燈
（
遜
浦
薔

工
傳
を
も
引
く
）
ご
竹
田
の
竹
田
荘
師
友
書
録
倦
ご
に
も

見
ゆ
る
が
、
い
つ
れ
も
鼠
輩
な
記
載
し
か
な
い
。
義
弟
荒

木
如
元
の
作
品
こ
し
て
傳
は
る
回
書
に
は
、
現
に
京
都
文

科
大
町
に
保
存
さ
る
、
風
景
圖
一
噸
（
文
化
二
年
八
月
下

・
句
の
作
ε
狩
記
さ
る
）
が
あ
る
○
將
來
長
崎
涙
の
洋
謎
を

孜
究
す
る
に
當
リ
イ
し
は
重
要
な
る
作
品
ご
さ
る
、
で
あ
ら

．
フ
O
（
大
正
五
年
十
一
月
三
十
日
託
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

解

読1

第
二
・
懲
　
　
叢
　
観
　
　
エ
ト
ル
ス
キ
の
遺
跡
亡
其
の
丈
牝

　
　
　
エ
ト
ル
ス
キ
の
遺
跡
ご

　
　
　
　
積
め
文
化
　
（
上
）

　
　
　
　
　
へ
（
り
9
二
騎
曜
一
〇
酢
。
ヨ
一
）
①
o
く
Q
封
ロ
。
｛
つ
ユ
p
ゆ
】
三
一
昼
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
文
學
士
濱
田
耕
作

　
　
　
　
剛
、
緒
　
　
雷

　
世
界
史
上
其
の
遺
跡
遺
物
を
獲
す
こ
ご
多
く
し
て
、
而

か
も
其
の
人
糧
の
起
源
の
不
明
な
る
も
の
エ
ト
川
ス
キ
に

若
く
は
無
く
、
之
が
踏
査
研
究
の
便
宜
多
く
し
て
斯
の
如

く
學
者
の
之
を
等
閑
に
附
し
つ
、
あ
る
も
の
亦
少
か
る
可

し
、
か
の
埃
及
の
給
文
字
、
西
亜
の
襖
文
字
す
ら
之
を
解

回
し
陀
る
西
漱
の
學
者
も
、
希
嶽
的
交
字
に
て
記
せ
ら
れ

る
エ
ト
ル
ス
キ
の
蛍
ロ
語
を
未
だ
解
騨
す
る
こ
ご
能
は
す
、

ク
リ
ー
ト
島
の
古
交
明
の
研
究
に
浸
頭
せ
る
考
古
學
者
も

、
此
の
エ
ト
ル
ス
キ
の
遺
物
の
攻
究
に
其
の
回
心
を
捧
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
三
㎜
二
　
（
三
三
）



　
　
　
第
二
巻
　
　
叢
　
説
　
　
　
工
ト
ル
ス
キ
の
漣
跡
ミ
其
の
交
化
．

る
こ
ご
能
は
ざ
る
は
何
ぞ
や
、
而
か
も
エ
ト
ル
ス
キ
の
文

明
が
羅
馬
の
文
化
の
揺
藍
を
な
せ
る
こ
ご
は
、
ミ
ノ
ス
文

明
が
希
臓
の
そ
れ
に
及
ぼ
せ
る
の
比
に
あ
ら
す
、
彼
等
が

作
れ
る
建
築
、
墳
墓
を
は
じ
め
日
用
の
家
什
の
精
巧
な
る

は
、
其
の
劣
化
の
遙
歩
頗
る
顯
著
な
る
を
示
し
て
除
め
り

、
伊
太
利
を
族
正
し
て
其
の
博
物
館
に
エ
ト
ル
ス
キ
の
文

化
の
登
熟
に
驚
嘆
を
禁
ず
る
能
は
ざ
る
も
の
誰
人
か
限
ら

ん
や
、
而
か
も
其
の
學
術
的
研
究
の
壷
さ
れ
す
し
て
此
等

の
材
料
の
整
理
其
の
完
き
を
見
ざ
る
は
何
ぞ
や
、
考
古
學

的
歴
・
史
的
研
究
に
も
亦
一
個
の
流
行
あ
り
て
、
學
者
の
趣

好
の
趨
る
所
、
大
勢
に
動
か
さ
る
、
も
の
あ
る
は
，
蓋
し

其
の
一
原
因
な
る
可
し
ご
錐
も
、
エ
ト
ル
ス
キ
の
遺
跡
の

登
掘
が
数
十
年
以
前
、
軍
に
希
臓
古
陶
の
掠
奪
的
動
機
を

似
て
行
は
れ
、
貴
重
な
る
學
術
的
資
料
の
破
滅
禁
鳥
に
漏

し
て
、
尊
書
が
研
究
の
緒
を
失
ひ
把
る
も
の
亦
其
の
原
因

の
急
き
を
な
過
る
な
る
託
し
、
斯
の
如
き
は
軍
リ
エ
ト
〆

ス
キ
の
遣
物
に
止
ら
あ
3
．
、
東
洋
諸
國
に
於
い
て
も
現
に
支

　
　
　
　
　
　
　
第
一
脆
　
三
四
（
三
四
）

那
に
共
の
例
を
逐
ひ
つ
》
あ
り
、
冠
着
亦
犯
柳
か
其
の
戚

を
同
ふ
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
に
似
把
る
は
、
吾
人
の
四
三

を
畳
ゆ
る
所
な
り
、
さ
れ
ご
伊
太
利
に
於
い
て
は
近
年
庶

政
其
の
緒
に
つ
き
．
國
家
的
事
業
．
こ
し
て
エ
ト
ル
ス
キ
の

遣
跡
の
學
術
的
獲
掘
に
着
手
せ
ら
る
、
も
の
あ
り
、
吾
人
、

は
一
旦
失
は
れ
た
る
研
究
の
糸
口
を
求
め
出
で
》
、
再
び

地
下
の
ラ
ゼ
リ
ン
ス
よ
り
之
を
閾
明
す
る
の
日
あ
る
を
信

じ
て
疑
は
す
、
余
輩
伊
太
利
に
赴
く
こ
ご
二
回
、
留
る
こ

ご
約
十
男
爵
、
幸
に
邦
入
掛
客
の
多
く
見
る
こ
ご
を
得
ざ

る
遽
鄙
の
地
に
存
す
る
エ
ト
ル
ス
キ
逡
跡
の
撒
者
を
訪
ふ

こ
ご
を
三
聖
り
、
乃
ち
書
冊
の
上
よ
り
の
み
に
非
ざ
る
日

本
人
こ
し
て
壽
湊
ξ
え
な
る
エ
ト
川
ス
キ
の
遺
跡
に
關

す
る
豊
津
を
、
聯
な
が
ら
菰
に
諸
譜
の
前
に
提
供
す
る
を

得
る
は
余
の
喜
ビ
す
る
所
な
り
Q

　
さ
て
エ
ト
〃
ス
キ
の
遺
跡
を
叙
す
る
に
先
ち
て
、
エ
ト

川
ス
キ
な
る
人
種
の
如
何
な
る
も
の
な
る
か
に
就
き
て
一

言
す
る
斜
め
ら
ん
、
エ
ト
ル
ス
キ
（
禦
三
m
o
一
揖
は
日
器
。
圃
）



ご
は
羅
馬
人
の
其
の
建
画
以
前
よ
り
伊
太
利
中
蔀
に
住
居

せ
し
民
族
を
呼
び
し
語
に
て
、
叢
誌
人
の
所
謂
尊
⑱
ミ

或
は
後
の
ミ
ミ
亀
な
り
，
彼
等
自
身
は
渉
器
σ
塁
ご
呼

べ
り
ご
傳
ふ
る
も
、
・
還
れ
そ
の
一
地
方
の
勢
力
あ
る
家
の

名
な
り
し
な
ら
む
、
さ
れ
ざ
彼
等
は
角
く
伊
太
利
中
部
の
、

み
な
ら
す
、
古
く
は
北
伊
太
利
に
も
下
せ
し
こ
ご
あ
り
し

は
、
登
見
せ
ら
る
〉
遺
物
に
よ
り
て
遷
せ
ら
る
、
所
な
り
、

さ
れ
ご
伊
太
利
に
移
住
せ
る
以
前
は
何
庭
に
居
り
し
や
の

問
題
に
つ
き
て
は
、
所
説
臓
々
に
し
て
錦
す
る
こ
こ
ろ
を

知
ら
す
、
へ
質
札
ト
メ
其
他
多
く
の
古
代
學
者
は
、
エ
ト

川
ス
キ
は
小
亜
細
亜
リ
ヂ
ヤ
よ
り
磯
鯉
の
爲
め
國
を
欝
で
、

て
俳
太
利
に
移
る
こ
せ
る
に
窪
し
て
、
濁
り
デ
オ
ニ
、
シ
ウ

ス
は
リ
ヂ
ヤ
の
史
家
ク
チ
ン
ト
ス
が
何
等
斯
の
如
き
移
住

あ
り
し
を
記
さ
す
ご
て
此
説
に
反
済
せ
り
、
叢
に
於
い
て

後
世
學
点
心
は
前
説
を
取
9
、
或
は
叢
説
に
本
き
て
新
し

き
見
解
を
立
て
ん
ざ
す
る
も
の
あ
り
、
二
士
ブ
ー
川
下
は

チ
質
ル
附
近
（
象
車
。
薮
地
方
）
よ
噸
南
下
せ
る
も
の
こ
な

第
二
鐙
　
　
叢
　
設
　
　
エ
ト
ル
ス
キ
の
遺
跡
ご
其
の
丈
牝

し
ト
オ
ゾ
ト
プ
ソ
ー
ド
．
ミ
ュ
ラ
ー
氏
は
此
の
説
を
少
し

く
墾
更
し
て
チ
ロ
川
附
近
よ
り
侵
入
せ
る
人
種
に
、
後
ち

り
ヂ
ヤ
よ
り
の
移
民
の
混
じ
た
乃
も
の
な
り
こ
な
す
、
又

陀
レ
プ
シ
ウ
ス
氏
は
此
等
に
反
貸
し
て
藁
の
ト
ブ
キ
や
地

方
よ
り
所
謂
、
ぞ
三
碧
｝
①
売
」
談
瓢
が
ア
ド
ソ
や
海
の
牝
端

地
方
よ
り
入
り
遣
れ
る
も
の
な
り
こ
し
、
モ
ム
ぜ
ン
氏
は
囁

慨
嘆
チ
ロ
ル
地
方
起
源
説
を
執
れ
・
9
、
莫
他
或
は
埃
、
及
に
、

或
は
フ
エ
ニ
キ
ヤ
に
或
は
バ
ス
ク
に
或
は
タ
タ
3
ル
に
或

は
ヒ
ク
ソ
ス
に
關
係
を
附
せ
ん
こ
す
る
奇
論
き
へ
生
す
る

に
至
れ
り
、
慣
れ
ざ
も
エ
ト
ル
ス
キ
の
文
化
其
物
の
研
究

即
ち
風
俗
、
宗
敷
、
嵐
貌
其
等
の
研
究
は
、
吾
人
を
し
て

｝再

ﾑ
へ
冒
ド
、
ス
、
及
び
ス
ト
ラ
ボ
、
キ
ク
ロ
、
セ
子
力
、
タ
・

キ
ッ
ス
、
ブ
川
蝉
川
コ
ス
、
ヅ
イ
川
ギ
リ
ウ
ス
其
他
古
代
の

吏
家
文
暦
ご
共
に
、
エ
玉
ル
ス
キ
の
幹
部
は
リ
ヂ
ヤ
よ
り

海
を
渡
り
て
ボ
ー
河
口
に
上
陸
し
、
そ
れ
よ
り
ア
ペ
ニ
ノ

由
を
越
ぬ
て
エ
ト
州
ソ
ヤ
の
地
に
入
り
着
れ
る
も
の
こ
す

る
の
尤
も
穏
當
な
る
を
認
め
す
ん
ば
あ
ら
ざ
る
な
り
、
而

第
一
號

三
五
　
（
三
五
）



　
　
　
第
二
巻
　
　
叢
　
読
　
　
エ
ト
ル
ス
キ
の
澱
跡
ご
共
の
文
化

し
て
其
の
移
佳
の
年
代
は
、
希
臓
よ
り
輸
入
せ
ら
れ
た
る

尤
も
古
き
遺
物
に
よ
り
て
基
肥
に
於
け
る
人
腫
大
移
動
の

年
代
、
即
ち
紀
元
前
一
千
年
を
下
る
こ
ご
遠
か
ら
ざ
る
も

の
だ
る
こ
ご
を
想
像
せ
し
む
。

　
エ
ト
ル
ス
キ
の
住
居
せ
し
地
方
は
之
を
三
部
に
分
つ
を

得
べ
し
、
即
ち
国
身
言
忌
。
達
葛
舅
・
ガ
Ω
塁
尋
・
量
2

目
窪
三
9
9
ヨ
冨
三
鍵
μ
9
産
れ
な
り
、
而
し
て
此
等
の
三
地

方
各
々
十
二
大
國
あ
り
、
市
街
的
國
家
を
な
せ
し
こ
ご
希

臓
の
如
か
り
し
ご
云
ふ
、
今
ま
伊
太
利
に
於
い
て
エ
ト
ル

リ
ヤ
の
遺
跡
或
は
其
の
遺
物
ご
繕
す
る
も
の
北
エ
ト
川
リ

ヤ
、
チ
ル
ク
ム
パ
ド
ナ
地
方
に
少
な
く
、
南
エ
ト
ル
フ
ヤ
、

カ
ム
バ
ニ
ァ
ナ
よ
り
出
つ
る
も
の
多
か
ら
す
、
皇
都
エ
ト

ル
フ
ヤ
を
以
て
最
も
多
し
ご
な
す
、
此
の
地
方
に
於
い
て

所
謂
十
二
大
堀
を
な
せ
し
も
の
は
蓋
し
日
錠
ρ
三
三
「
・
＜
集
・

渾
奪
芦
9
。
3
ノ
噸
。
ζ
箆
＜
＝
同
。
ひ
些
蓉
寄
ρ
Ω
戸
邑
戸
§
噸

〉
『
套
・
葺
0
9
§
る
・
護
罫
な
る
可
し
、
さ
れ
ご
此

等
諸
布
の
外
幾
多
の
繁
榮
な
る
市
街
の
存
在
せ
し
ゃ
言
ふ

第
一
，
號

ご一

Z
　
　
（
三
六
）
・

迄
も
な
く
、
此
の
以
外
の
地
に
於
い
て
例
へ
ば
9
く
圃
象
。

Ω
！
．
冨
○
。
・
箆
窪
三
等
の
如
く
エ
ト
ル
ス
キ
の
著
名
な
る

遺
跡
の
存
在
す
る
所
少
な
か
ら
す
、
余
輩
は
伊
太
利
滞
在

申
僅
に
其
の
う
ち
少
数
の
遺
跡
を
訪
問
し
得
π
る
に
過
ぎ

ざ
る
の
み
な
ら
す
、
今
ぽ
煩
を
厭
ひ
て
其
の
内
数
ケ
所
の

遽
跡
に
つ
き
て
叙
述
す
る
に
止
め
ん
こ
す
、
さ
れ
ご
以
て

エ
ト
ル
ス
キ
の
遺
跡
の
性
質
の
一
般
を
窺
ひ
、
彼
等
の
擾

し
た
る
文
化
の
如
何
な
る
も
の
な
り
し
か
を
想
像
す
る
の

墾
考
π
る
を
得
ん
か
、
な
ほ
此
等
の
遺
跡
以
外
に
．
遺
物
の

素
論
せ
ら
れ
た
る
博
物
館
の
、
エ
ト
ル
ス
キ
研
究
に
重
要

な
る
を
忘
る
可
か
ら
す
、
殊
に
羅
馬
ヅ
ァ
チ
カ
ノ
宮
な
る

寓
二
三
。
O
羅
σ
q
Q
｝
き
國
立
フ
肖
塁
8
ノ
．
二
．
9
9
三
ρ
を
始
こ

し
て
フ
イ
ン
ン
ツ
エ
市
の
霞
5
Φ
o
鍵
畠
8
δ
σ
q
桝
8
及
び
、

ペ
ル
ヂ
ヤ
、
ボ
ロ
ニ
ヤ
、
コ
ル
ネ
ト
、
キ
ウ
ジ
等
の
地
方

流
物
館
は
最
も
重
要
な
る
遺
物
を
臓
す
。

　
　
　
　
二
、
置
　
　
跡

　
工
下
ル
ス
キ
の
文
化
美
術
を
研
究
し
把
る
成
書
は
其
の



●

数
必
す
し
も
多
か
ら
す
、
而
か
も
今
日
に
於
い
て
は
何
れ

も
皆
な
二
十
徐
年
前
の
出
版
に
係
り
、
最
近
の
甲
乙
號
見

に
就
て
記
さ
ざ
れ
こ
も
、
マ
ル
タ
氏
の
「
エ
ト
川
ス
キ
の

美
術
し
（
竃
ρ
喜
㌣
い
、
2
．
砕
。
嘗
，
諺
ρ
蛋
一
。
。
・
。
℃
）
及
び
デ
ン
娼
ス

氏
の
「
エ
ト
川
フ
ヤ
の
市
街
及
墓
地
」
（
ご
窪
艮
㌣
Ω
冨
即

O
ゆ
ヨ
虫
9
0
ω
ぎ
H
口
書
ξ
闘
拶
・
一
。
。
い
W
）
の
こ
書
は
、
今
な
ほ
重

要
な
る
塞
考
書
π
る
を
失
は
す
、
最
近
の
登
見
に
つ
き
て

は
諸
彦
誌
は
現
は
る
〉
所
ご
伊
太
利
政
府
登
掘
の
報
告
書

忙
る
．
貿
O
け
民
。
紆
σ
q
躍
ω
＄
鼠
に
記
す
る
所
を
見
る
諭
し
塾

余
輩
は
次
に
羅
馬
よ
り
漸
次
北
進
し
て
、
キ
ウ
ジ
、
フ
イ

ゾ
レ
に
進
み
、
再
び
南
下
し
て
コ
川
子
ト
、
チ
エ
ル
ヴ
エ

テ
リ
の
遽
跡
に
就
き
て
述
ぶ
る
所
あ
ら
ん
こ
す
Q

　
　
　
　
　
（
イ
）
　
ヅ
エ
イ
の
遺
跡

　
羅
馬
の
北
カ
ム
パ
ニ
ャ
の
野
は
脆
く
憧
が
り
て
、
プ
ベ

．
葦
レ
の
河
の
左
岸
よ
リ
ナ
バ
チ
ニ
の
山
麓
ブ
ラ
ツ
チ
ヤ
ノ

の
湖
に
接
す
、
Q
下
々
年
こ
し
て
限
り
な
き
荒
原
に
は
住
み

古
し
た
る
塞
村
の
此
腱
彼
、
庭
に
残
れ
る
外
に
は
、
起
伏
せ

第
二
巻
．
　
叢
　
號
　
　
エ
ト
ル
ス
キ
の
識
跡
痒
共
の
丈
化

る
丘
陵
の
土
に
羊
飼
ふ
牧
者
の
影
の
見
ゆ
る
の
み
、
羅
馬

の
北
門
「
、
ポ
川
タ
、
デ
川
、
ボ
・
η
」
を
出
で
「
ポ
ン
プ
、

モ
ル
レ
」
の
古
橋
を
渡
り
て
北
す
れ
ば
、
こ
れ
古
へ
の
「
ヅ

イ
ヤ
、
カ
ッ
シ
ヤ
」
の
撹
に
し
て
ブ
ラ
ッ
チ
ヤ
ノ
の
湖
に

至
る
塗
し
、
千
九
百
十
四
年
四
月
春
は
老
い
だ
れ
ざ
塞
は

晴
れ
H
は
麗
か
な
る
牟
後
を
風
な
林
大
使
を
は
じ
め
、
中

島
海
軍
大
佐
、
伊
藤
書
記
官
等
ご
共
に
響
動
車
を
羅
り
て

ヅ
エ
イ
の
遣
跡
を
訪
ぬ
る
こ
ご
を
得
π
る
は
、
余
の
深
く

林
男
欝
の
好
意
に
威
謝
す
る
所
な
り
、
こ
れ
實
に
・
余
の
伊

太
利
に
於
い
て
エ
ト
ラ
ス
キ
の
遺
跡
を
見
る
の
は
じ
め
な

り
き
。

　
モ
ア
レ
の
橋
よ
り
二
曝
牟
ば
か
り
に
し
て
、
道
の
左
手

に
「
子
η
の
墓
、
」
ご
羅
す
る
羅
馬
時
代
の
石
棺
を
見
る
、
此

の
地
霧
よ
b
は
古
く
ヅ
エ
イ
に
至
る
遣
（
ノ
＼
一
時
ノ
㍉
⑳
一
⑦
訂
｛
拶
賞
磐
）

は
分
れ
て
即
す
る
な
り
、
我
等
は
更
に
…
進
み
で
訂
し
。
δ
「
餌
・

の
村
落
を
過
ぎ
、
ブ
ラ
ッ
チ
ヤ
ノ
滋
に
分
れ
て
ス
ッ
リ
（

も。

ｴ
泣
）
道
を
直
に
行
く
こ
ζ
牢
蒔
間
に
し
て
イ
ゾ
ラ
、
フ

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
三
七
　
（
三
七
）



、

、
第
ご
巻
　
　
叢
　
説
　
　
工
卜
膨
ス
萎
の
瀧
跡
ε
其
の
丈
穏

ア
ル
子
書
ぜ
（
労
O
溜
男
簿
彗
？

8
）
の
村
に
達
す
、
回
れ
即

し
り
古
へ
の
ヴ
エ
イ
の
一
角
な

り
O
　
ヅ
エ
イ
（
＜
o
ε
今
回
ぼ

く
。
δ
ご
書
す
、
ヅ
ィ
一
概
ソ

ウ
ス
は
聯
詩
申
ヅ
エ
イ
の
名

を
記
さ
や
る
も
、
此
の
町
の

エ
ト
川
リ
ヤ
に
於
け
る
最
古

の
心
の
に
し
て
、
工
墨
川
ス

キ
の
十
二
同
盟
市
の
，
一
蹴
り

し
こ
ご
は
疑
ふ
裁
き
に
あ
ら

す
、
其
事
の
起
源
に
つ
き
て

は
、
或
は
エ
ト
ラ
ス
キ
の
紳

の
一
な
る
く
窪
ぞ
。
・
或
は
／
．
？

、
宕
く
同
ω
の
名
よ
り
濾
し
だ
る

も
の
な
り
ご
云
ひ
、
或
は
オ

第
一
號

　　　　　しへ　もゑぐ　キ　くしるいトご　くハ

圃参陣遣イ　エヅ

三
八
　
（
三
八
）

ス
カ
ソ
語
の
車
の
一
種
（
三
？

凶
年
諺
）
を
云
ふ
煮
9
p
の
語

よ
り
出
た
り
こ
い
ふ
（
＜
魯
。
の
・

語
め
源
＼
さ
れ
ご
恐
く
は
前
麿

、
を
以
て
穏
當
こ
す
可
き
か
、
羅

馬
に
尤
も
近
き
エ
ト
ラ
ス
昌
キ
の

市
な
り
し
か
ば
羅
楓
の
勢
力
蚕

展
ご
同
時
に
価
始
絡
劇
烈
な
る

衝
突
を
生
じ
、
流
血
の
皮
乗
を

残
せ
り
、
其
の
第
十
回
戦
嬢
に

於
い
て
羅
馬
プ
ア
ビ
ウ
ス
一
族

は
ヅ
エ
擁
人
の
奇
計
に
歎
か
れ

伏
兵
に
陥
う
て
、
　
一
少
童
を
除

く
の
外
悉
く
殺
鐵
せ
ら
る
》
の

予
言
に
尽
せ
し
が
、
四
〇
六
年

第
十
四
回
戦
孚
に
於
い
て
羅
馬

の
將
属
響
男
’
鼠
岳
O
①
且
憂
。
・
は

・



十
年
の
長
き
包
圃
の
後
、
墜
道
（
6
三
臨
9
忌
筋
）
を
作
っ
て

ヅ
エ
イ
の
本
九
に
張
拙
し
之
を
照
す
、
三
〇
六
年
ヅ
エ
イ

遽
に
羅
馬
の
溜
め
に
亡
ぼ
さ
れ
膿
、
斯
く
て
ヅ
エ
イ
の
事

街
寺
院
は
破
壊
せ
ら
れ
、
其
の
材
料
は
多
く
羅
馬
に
運
ば

れ
て
、
「
永
久
の
都
市
」
を
装
飾
す
る
の
具
に
供
せ
ら
れ
、

畳
め
「
伊
．
太
利
の
ト
ラ
ヤ
」
の
跡
に
は
「
當
年
の
城
壁
は
た

だ
牧
者
の
角
笛
を
反
響
し
、
其
の
残
双
の
上
に
は
夏
穀
の

波
立
て
る
あ
る
の
み
」
ご
ア
シ
“
の
詩
人
プ
ロ
ペ
ル
チ
ウ

ス
（
寄
O
M
奪
膏
。
・
）
の
詠
嘆
す
る
所
こ
な
り
ぬ
○

　
　
．
．
獅
け
／
．
∩
一
く
。
乱
逆
。
D
”
o
搾
〈
o
い
梓
¢
導
同
．
①
σ
q
二
9
⇒
二
ぴ
臨
も
。
噂

　
　
　
国
叶
く
（
ω
ぽ
，
◎
℃
o
ω
叶
冨
獄
門
鋤
ξ
r
9
い
巴
冨
．
♂
一
、
o
㎞

　
　
　
Z
二
”
6
ぎ
需
癖
無
二
δ
w
℃
霧
δ
o
ユ
u
。
σ
二
〇
ぎ
鋤
冨
コ
瓜

　
　
　
O
重
土
p
5
　
0
け
　
冒
　
く
毎
弩
冨
　
O
u
・
ω
圃
ジ
誘
　
9
⊃
一
，
＜
9
　
圃
影
？

　
　
　
　
け
§
ρ
．
．

　
ざ
れ
ご
ブ
ウ
グ
ス
ヅ
ス
帝
は
鞭
ち
此
地
に
羅
馬
の
小
市

を
に
建
設
し
（
罫
鼠
O
．
冨
琵
〉
薦
門
簿
§
ロ
ノ
ζ
2
ω
）
コ
ン

ス
タ
ソ
チ
ウ
ス
の
頃
に
及
び
し
が
、
後
ち
全
く
贋
亡
し
て

　
　
　
第
二
巻
　
　
叢
説
　
　
エ
ト
ル
ス
キ
の
遙
跡
ε
其
の
丈
化

文
獄
に
も
見
る
所
な
し
、
而
し
て
イ
ゾ
ラ
、
フ
ァ
川
予
1

ぜ
の
小
村
の
其
の
一
隅
に
現
れ
し
は
一
〇
〇
三
年
の
交
書

に
は
じ
診
て
之
を
認
む
る
を
得
。

　
今
日
ヅ
エ
イ
の
遣
櫨
は
イ
ゾ
ラ
、
プ
ア
ル
子
一
ぜ
村
の
、

北
に
亘
り
て
周
幽
約
三
哩
孚
、
閃
。
絡
。
象
団
。
二
髪
一
δ
及

び
閃
。
鴛
○
氏
Φ
9
①
男
。
ω
低
（
或
は
同
。
曽
、
o
野
＝
、
尉
。
ご
）

の
二
小
流
其
の
東
北
及
び
南
方
を
過
ぎ
、
荒
蒔
離
々
、
こ
し

難
太
・
遣
を
輝
～
め
、
声
々
に
古
ヘ
ヴ
ェ
イ
の
曲
遺
壁
…
＋
口
惜
似
を
見

る
の
み
、
而
し
て
ヴ
エ
イ
の
本
城
は
其
の
市
街
を
形
成
せ

る
毫
地
ご
離
れ
て
東
方
に
孤
立
せ
る
小
丘
に
し
て
、
今
は

二
二
N
N
9
α
、
》
ヨ
比
ご
呼
ぶ
。

　
ヅ
エ
イ
の
遺
跡
に
於
い
て
A
コ
望
見
る
可
き
も
の
は
頗
る

少
な
し
、
営
庭
に
エ
ト
ラ
ス
キ
の
石
壁
（
凝
灰
岩
）
の
断
績

し
て
存
す
る
も
の
あ
れ
ざ
多
く
云
ふ
に
足
ら
す
悔
本
城
の

赴
よ
り
は
泥
像
の
破
片
蚕
見
せ
ら
れ
弊
誌
瓶
淋
洞
の

祉
な
る
を
認
め
し
む
る
も
の
め
れ
ご
、
他
に
見
る
可
き
も

の
な
し
、
さ
れ
ご
羅
馬
時
代
の
「
フ
ォ
ラ
ム
」
の
玩
よ
り

第
一
號

三
九
　
（
三
九
）



第
二
巻
　
　
叢
　
設
　
　
エ
争
ル
ス
キ
の
濫
勝
ミ
其
の
悪
化

は
一
八
＝
一
年
、
ア
ウ
グ
ス
ト
ス
、
チ
ヅ
エ
リ
ゥ
ス
の
六

呂
、
チ
ヅ
エ
リ
ウ
ス
の
子
等
姦
点
し
（
強
彫
働
）
発

圃
露
よ
b
出
で
し
十
二
個
の
イ
オ
ニ
や
式
柱
は
今
ま
羅
馬

に
移
さ
れ
一
．
剛
臆
舞
∩
o
δ
舞
ρ
の
西
方
の
家
屋
を
飾
れ
る

、
あ
り
、
此
の
外
6
9
§
き
㌶
嘗
諺
の
治
世
に
刻
ま
れ
た
る
、

℃
。
艮
。
匂
り
。
α
。
の
宇
天
然
橋
、
等
あ
り
、
訪
客
の
注
意
を
惹
く

の
み
。

　
ヴ
エ
イ
に
於
い
て
今
臼
右
墳
の
見
る
可
き
も
の
は
、
元

だ
一
八
三
四
年
窓
箕
畠
ρ
。
9
導
℃
拶
舞
の
登
掘
し
た
る
、

Q
「
9
養
0
9
・
μ
長
離
離
（
カ
ム
バ
ナ
の
墓
）
あ
る
の
み
、
さ
れ

ご
此
の
墳
墓
の
奇
古
な
る
壁
需
は
、
エ
ト
川
ス
キ
の
古
墳

中
最
も
古
き
も
の
こ
し
て
、
ヅ
エ
イ
の
遺
跡
が
品
触
の
往

訪
を
敢
て
せ
し
む
る
に
充
分
な
る
も
の
あ
り
て
存
す
、
こ

の
古
墳
は
ヴ
エ
イ
市
外
に
接
し
て
北
方
の
丘
陵
に
あ
り
、

長
き
「
ド
ロ
モ
ス
」
あ
り
て
玄
室
に
入
る
、
入
口
の
左
右

に
二
個
の
石
製
あ
り
、
墓
詣
は
天
然
の
凝
双
岩
を
切
り
穿

ち
て
前
室
、
後
室
の
二
よ
り
成
シ
、
前
室
は
大
に
し
て
爾

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
四
〇
　
（
四
〇
〉

側
に
二
個
の
棺
毫
を
作
出
し
響
張
其
の
上
に
各
姦
骸

を
載
せ
把
り
し
が
、
螢
掘
の
後
外
氣
に
欄
る
、
ど
共
に
破

壊
せ
り
、
而
し
て
右
方
の
は
甲
冑
武
具
等
を
其
側
に
綴
き

た
る
よ
り
其
の
男
子
亘
る
こ
ご
を
知
る
轟
く
、
左
方
の
も

の
に
は
掌
れ
を
敏
く
に
よ
り
て
其
の
妻
女
の
も
の
た
る
を

想
像
す
可
し
、
而
し
て
此
の
鰻
掴
の
屍
体
の
外
多
く
の

大
な
る
骨
壼
の
地
上
に
澱
か
れ
た
る
も
の
あ
り
、
小
さ
き

後
室
の
内
に
も
同
じ
く
多
く
の
大
骨
堂
を
澱
き
た
り
こ
い

ふ
、
（
燈
警
弊
纈
）
之
を
以
て
見
る
に
柔
・
フ
ス
キ
が
埋

」」

窒
ﾌ
外
に
、
殆
ご
同
時
に
火
葬
の
風
の
並
存
せ
し
を
知
る

に
足
る
。

　
此
の
墳
墓
．
に
於
い
て
特
に
見
る
書
き
も
の
は
巳
に
言
へ

る
が
黒
く
其
の
蒙
古
な
る
壁
書
な
り
、
壁
書
は
前
室
の
奥

後
室
の
入
閣
の
浅
側
ご
、
後
室
の
奥
壁
ご
に
あ
・
9
、
後
者

は
六
個
の
車
輪
形
若
く
は
、
圓
楯
の
如
き
も
の
を
書
き
、

赤
黄
の
彩
色
を
施
し
、
我
が
九
州
の
古
墳
内
の
装
飾
ご
相

似
π
る
も
の
あ
り
、
次
に
前
室
の
壁
書
は
左
右
壁
を
各
々



上
下
の
二
重
に
分
ち
、
各
そ
の
中
心
に
馬
、
ス
フ
ィ
ン
ク

ス
、
獅
子
等
の
圖
を
大
き
く
書
き
、
そ
の
傍
に
は
豹
犬
鹿

等
の
動
物
ご
唐
馬
的
の
植
物
を
配
す
、
而
し
て
左
右
上

方
の
癌
廓
内
に
は
動
物
の
上
に
人
物
の
騎
れ
る
（
有
男
左
女
）
を

書
き
、
な
ほ
右
方
の
に

は
二
人
の
徒
歩
し
て
馬

を
導
く
も
の
を
作
れ
り

其
の
一
は
斧
を
有
せ
る

露
よ
り
見
て
、
恐
ら
く

は
Ω
】
母
O
詳
な
る
撫
し

ご
云
へ
こ
、
全
体
の
圃

標
の
意
義
に
つ
き
て
は

明
確
な
る
読
を
聞
か
す
。

都一の霰1壁・室後

　
書
［
面
に
は
赤
黄
三
等
の
張
き
彩
色
を
施
し
、
八
コ
な
ほ
其

の
大
部
分
は
鮮
明
に
残
れ
る
を
見
る
、
其
の
動
物
の
脚
長

く
し
て
胴
細
く
、
其
他
の
手
取
頗
る
古
拙
に
し
て
、
之
を

肝
臓
の
高
書
に
比
較
す
る
に
、
當
に
第
六
世
紀
の
も
の
こ

　
　
　
第
二
巻
　
　
叢
　
親
　
　
エ
ト
ル
ス
キ
の
逡
跡
ご
其
の
丈
牝

趣
を
同
じ
ζ
す
る
所
あ
り
、
頗
る
東
方
的
の
影
響
あ
る
を

認
む
、
さ
れ
ば
此
の
古
墳
は
エ
ト
ラ
ス
キ
古
墳
中
、
壁
書

を
有
す
る
も
の
、
尤
も
古
き
一
例
に
し
て
、
羅
馬
の
所
謂

建
國
時
代
を
去
る
こ
ご
遠
か
ら
ざ
る
も
の
こ
云
ふ
可
く
、

當
時
時
ト
ラ
ス
キ
の
市
ヅ
エ
イ
が
巳
に
人
民
の
競
る
こ
こ

ろ
こ
な
り
、
薫
化
の
登
達
大
に
見
る
置
き
も
の
あ
う
し
を

推
察
す
る
に
足
る
。

　
　
　
　
　
（
ロ
）
　
キ
ウ
ジ
の
遺
跡

　
キ
ウ
ジ
（
Ω
膏
ω
一
）
は
ユ
ト
ル
リ
ヤ
の
大
宰
に
し
て
、
十

一
ご
同
盟
市
の
一
な
り
き
、
羅
馬
よ
り
フ
イ
レ
ン
ッ
エ
に
至

る
鐵
道
に
よ
れ
ば
、
同
じ
く
エ
レ
ル
ス
キ
の
古
墳
あ
る
オ

ル
ヅ
イ
エ
ト
の
騨
を
過
ぎ
シ
ユ
ナ
に
至
る
、
支
線
の
分
岐

黙
な
り
、
其
の
古
名
を
9
巳
母
ψ
ご
云
ひ
、
エ
ト
〃
リ
ヤ

の
先
払
民
ウ
ム
ブ
ソ
人
の
建
つ
る
所
な
り
ご
云
ふ
、
後
ち

Ω
［
灸
戸
葺
ご
繕
す
、
エ
ト
川
ス
キ
の
市
趾
は
丘
上
今
の
市
街

地
に
あ
る
も
、
僅
に
雲
量
の
獲
れ
る
も
の
あ
る
外
見
る
旧

き
も
の
な
し
、
た
や
此
の
市
証
の
周
園
に
あ
る
丘
陵
に
散

　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
盛
　
　
　
四
一
　
（
四
一
　
）



　
　
　
第
二
－
巻
　
　
叢
　
訊
　
　
エ
ト
ル
ス
キ
の
遺
跡
ご
其
の
丈
化

在
す
る
墳
墓
の
吾
人
の
注
意
を
惹
く
あ
る
の
み
、
余
は
一

昨
年
の
春
五
月
シ
エ
ナ
を
見
て
、
キ
ウ
ジ
騨
前
の
逆
様
に

一
泊
し
て
、
二
一
二
の
墳
墓
を
訪
ふ
こ
ご
を
得
た
り
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
策
　
　
號
　
　
　
四
二
　
（
四
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

臓
の
影
響
少
な
く
、
コ
ル
子
ト
の
　
↓
○
ヨ
σ
磐
壷
皿
じ
＝
婁
）
⇒

等
ご
同
時
代
に
悉
く
可
き
も
の
こ
す
、
叉
π
入
ロ
に
鍋
せ

る
小
室
に
も
壁
書
あ
れ
ご
、
殊
に
見
る
可
き
は
其
の
天
井

　
ρ
、
9
昌
σ
診
軋
。
＝
9
し
Q
O
ご
ご
ヨ
肖
勲

（
猿
の
墓
）
は
キ
ウ
ジ
附
近
の

墳
墓
中
尤
も
見
る
旧
き
も
の

に
し
て
、
一
八
四
六
年
フ
ラ

ン
ソ
ワ
ー
の
登
見
す
る
こ
こ

ろ
な
り
、
深
き
石
階
を
下
れ

ば
一
大
室
あ
り
、
そ
の
三
方

に
小
室
の
聯
れ
る
を
見
る
、

大
室
に
は
四
丁
あ
り
、
周
壁

に
拳
闘
、
角
力
等
の
圖
を
薔

き
、
そ
の
一
隅
に
猿
の
圖
あ

り
、
之
れ
此
の
墓
の
名
の
起

る
所
以
な
り
、
壁
書
の
機
式

は
ヘ
ル
ビ
ヒ
氏
に
從
へ
ば
希

ク
グ多勿f’；伽影／

蜴。彰〆
〃
ε
勿

∠
　
　
　
〃
ノ

．
・
〃
厩

　
の
構
造
に
し
て
組
入

　
天
井
の
形
を
現
し
中

　
央
に
は
圓
形
中
に
花

　
形
を
描
き
、
彩
色
を

キ
施
せ
る
は
、
三
代
家

ウ
屋
の
構
造
を
髪
髭
す

。
る
に
足
る
・

猿　
　
次
に
日
。
ヨ
σ
9
山
色

の
9
濠
9
雲
a
三
よ

墓
其
の
入
ロ
に
豊
漏

　
き
の
石
戸
を
現
存
す

　
る
は
珍
ら
し
く
、
内

　
部
の
大
室
は
低
く
し

　
　
　
　
　
ゑ
　
　
　
　
ニ
ロ
さ

　
て
床
な
く
、
周
壁
は



會
宴
及
競
技
の
書
を
作
れ
り
、
此

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
摂

の
壁
書
は
寧
ろ
普
通
の
も
の
に
過

ぎ
ざ
る
も
、
、
其
の
左
手
の
壁
に
は

入
口
ご
戸
ご
を
書
き
て
見
せ
た
る

ご
、
天
井
の
構
造
の
よ
く
木
造
の

手
法
を
示
せ
る
ご
は
殊
に
面
自
し

右
手
の
壁
匹
は
口
を
開
き
て
内
に

　　

@　

@　

@　

@　

@　
@　　

、
孚
成
の
室
あ
り
、
正
面
の
壁
よ
り

入
れ
ば
内
室
あ
り
、
二
床
を
有
し

壁
書
め
り
、
此
の
墓
は
一
八
三
三

年
登
賊
す
る
こ
こ
ろ
に
係
お
。

　
最
後
に
日
○
∋
冨
創
Φ
二
丁
6
∩
7

碧
㊥
器
は
即
き
墳
墓
な
れ
ご
、
其

め
入
ロ
は
石
戸
を
有
す
る
こ
ご
前

記
の
室
の
如
く
、
天
皇
の
眞
正
な

　
ア
　
チ

る
宥
篠
よ
6
戒
れ
る
を
注
意
す
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

し
、
内
部
に
は
八
個
の
小
石
棺
あ

第
二
懸
　
　
叢
　
翫
　
　
工
ト
ル
ス
キ
の
遺
跡
ご
其
の
丈
化

力墓の丘＝チス

り
、
壁
書
を
有
せ
す
、
エ
ト
〆
ス

キ
の
墓
中
新
ら
し
き
も
の
に
属

す
、
而
し
て
此
の
墓
は
タ
ス
カ
ニ

ー
の
尺
度
導
p
8
δ
（
二
十
九
吋
五

二
八
）
に
よ
り
て
奇
零
無
（
測
定

し
得
る
は
、
當
時
の
尺
度
を
知
る

に
面
白
き
資
料
こ
い
ふ
可
し
。

　
　
（
、
ノ
）
　
フ
イ
ゾ
レ
の
遺
跡

　
こ
は
余
の
見
た
る
エ
墨
ラ
ス
キ

の
遺
跡
中
尤
も
北
部
に
位
せ
る
も

の
に
し
て
、
か
の
有
名
な
る
フ
イ

レ
ン
ッ
エ
の
東
．
北
三
三
ば
か
り
低

き
山
土
に
あ
り
、
伊
太
利
を
族
す

る
者
フ
イ
レ
ソ
ッ
エ
を
横
ら
ざ
る

も
の
無
く
、
ブ
イ
レ
ン
ツ
エ
に
留

ま
る
も
の
フ
イ
ゾ
レ
の
勝
を
訪
は
－

ざ
る
も
の
少
し
、
さ
れ
ざ
ブ
イ
．
ゾ

第
一
、
號

四
三
　
（
匹
三
）



　
　
　
第
ご
巻
　
　
叢
　
設
　
　
工
ト
ル
ス
キ
の
逡
跡
ε
其
の
二
化

レ
に
於
け
る
エ
ト
〃
ス
キ
の
潰
跡
は
仙
厭
客
の
目
を
惹
く
も

の
少
な
き
を
以
て
往
々
に
し
て
看
過
せ
ら
る
る
を
免
れ
す

余
の
如
き
も
最
初
に
箱
庭
を
訪
問
せ
し
時
は
終
に
之
を
登

照
す
る
こ
ご
能
は
す
し
て
、
等
し

く
山
を
下
り
し
が
、
昨
秋
再
び
此

地
に
覆
し
て
、
終
に
其
の
雫
石
の

雨
跡
を
見
る
こ
ご
を
三
把
り
き
。

　
ブ
イ
ゾ
レ
（
雨
霧
。
一
〇
）
古
く
は

守
馬
素
器
ご
云
ふ
、
古
來
史
上
に

其
の
名
を
散
見
す
る
の
み
に
し
て

エ
ト
ラ
ス
キ
の
市
こ
し
て
顯
著
な

る
事
件
の
之
に
噛
す
る
も
の
あ
る

を
聞
か
す
、
遺
跡
の
圭
要
な
る
も

の
は
山
上
に
続
ら
さ
れ
π
る
石
壁

に
し
て
、
羅
馬
時
代
の
演
劇
瘍
赴

の
東
北
部
に
あ
π
れ
る
一
部
尤
も

善
く
遺
存
せ
る
を
見
る
、
長
さ
七

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
四
四
（
四
四
．
）

八
尺
よ
り
一
丈
に
及
ぶ
亘
石
を
規
則
正
し
く
積
み
上
ぐ
る

こ
ご
七
八
段
に
及
び
、
構
造
の
堅
固
精
巧
な
る
驚
く
可
き

も
の
あ
り
、
其
の
石
材
は
南
エ
ト
川
リ
ヤ
に
於
け
る
が
如

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
柔
か
き
凝
茨
岩
に
非
ら
す
し

壁左室前墓の丘ニチスカ

て
、
ダ
ン
プ
の
所
謂
マ
チ
ニ
ヨ

（
竃
9
6
…
σ
q
呂
）
ご
稻
す
る
此
の
釦

の
堅
き
鼠
色
の
石
な
・
る
は
大
に

異
な
る
所
り
こ
す
、
石
壁
の
綾

る
こ
こ
ろ
不
整
形
の
四
角
形
を

な
し
、
其
の
規
模
は
寧
ろ
頗
る

狭
少
な
る
を
畳
ゆ
Q

　
羅
馬
劇
蕩
の
遺
勲
は
．
頗
る
大

な
る
も
の
に
し
て
比
較
的
善
く

保
存
せ
ら
れ
た
り
、
或
は
之
を

以
て
エ
ト
ラ
ス
キ
時
代
ζ
起
源

を
有
す
ご
す
る
も
の
あ
れ
こ
も

信
ず
可
か
ら
す
、
、
余
は
一
昨
年



の
蘇
圖
ら
す
此
の
劇
場
に
於
い
て
タ
ス
ソ
ー
の
「
ア
ミ
ン

タ
」
の
演
せ
ら
る
、
を
見
、
古
代
演
劇
の
面
影
を
偲
ぶ
こ

ご
を
得
把
り
、
、
西
北
隅
は
フ
イ
ゾ
レ
の
尤
も
高
き
丘
に
し

て
古
へ
の
ア
ク
冒
ポ
リ
ス
な
り
、
今
は
何
等
の
遺
跡
を
ご

W
め
ざ
れ
ご
、
フ
ラ
ン
テ
エ
ス
二
等
の
小
偲
院
あ
り
、
此

の
地
黙
よ
り
西
の
方
フ
ィ
ン
ン
ッ
エ
の
市
を
遽
墾
す
る

は
蓋
し
一
佳
暴
こ
い
ふ
可
く
、
文
人
墨
客
な
ら
ざ
る
も
、

此
の
大
槻
を
窮
め
て
誰
か
詩
情
を
動
か
さ
ざ
る
も
の
あ
ら

む
。
　
　
　
　
　
（
二
）
　
ぺ
彩
ヂ
ヤ
の
遺
跡

　
ぺ
川
ヂ
ャ
は
エ
ト
〃
ス
キ
の
古
市
に
し
て
愚
な
ほ
其
の

生
、
命
を
傳
ふ
る
も
の
、
う
ち
尤
も
歪
な
る
も
の
こ
云
ふ
嚇

し
、
其
石
墨
城
門
の
志
下
の
堆
大
な
る
エ
ト
川
ス
キ
の
建

築
的
造
詣
の
偉
大
な
る
も
の
を
示
す
最
好
の
標
本
な
σ
、

ペ
ル
ヂ
や
は
ウ
ム
プ
リ
や
李
野
の
う
ち
の
丘
陵
地
に
糠
り

古
ヘ
エ
ト
ア
ス
キ
の
十
二
同
盟
市
の
一
な
り
、
尊
前
ご
二

〇
年
ア
レ
ツ
チ
ウ
ム
及
び
コ
川
ト
ナ
ご
共
に
羅
伊
馬
人
の
有

学
二
巻
　
　
叢
　
説
　
　
工
ト
レ
ス
キ
の
遺
跡
ε
其
の
丈
化

に
麟
す
、
エ
ト
川
ス
キ
の
薔
市
は
今
の
ペ
ル
ヂ
ヤ
の
中
心

な
る
伽
藍
の
慶
瘍
を
中
心
こ
し
て
、
其
の
廣
さ
現
在
市
街

の
約
四
分
一
に
及
べ
り
、
石
塁
の
遺
跡
は
北
西
よ
り
西
方

に
於
い
て
尤
も
善
く
保
存
せ
ら
れ
、
キ
ラ
ジ
等
ざ
励
じ
く

ト
ラ
ベ
ル
チ
ノ
石
を
以
て
作
ら
れ
、
互
急
な
る
長
方
形
の

右
塊
を
規
則
正
し
く
積
み
上
げ
π
る
構
造
は
合
な
ほ
街
家

法
蔑
の
間
に
認
む
帯
し
、
而
も
其
の
尤
も
驚
く
驚
き
は
當

初
の
城
門
の
随
庭
に
遺
存
せ
る
こ
ご
な
り
、
就
中
｝
8
0

匹．

t
轟
蔓
9
は
エ
ト
ル
ス
キ
の
造
る
こ
こ
ろ
に
し
て
後
．
ち

羅
馬
時
代
の
修
補
あ
り
、
今
な
ほ
≧
面
蕊
寅
娼
巽
r
葱
錘
の

記
銘
を
見
る
、
蓋
し
上
暦
の
ア
ー
チ
は
羅
馬
時
代
の
も
の

に
し
て
、
更
に
其
の
上
の
ア
ル
ケ
ー
ド
は
文
藝
復
興
期
の

増
修
に
係
る
、
高
さ
凡
て
七
十
尺
可
、
ぺ
曜
ヂ
や
市
に
於

け
る
交
樋
の
一
要
路
こ
し
て
行
客
の
之
晒
を
過
ぐ
る
も
の

・
エ
ト
川
ス
キ
の
肚
大
な
る
建
築
を
仰
が
ざ
る
も
の
な
し
、

叉
把
　
く
笹
愚
母
N
芭
。
　
に
面
し
て
城
壁
の
う
ち
に
エ
ト

ル
ス
キ
の
古
門
を
移
し
笹
せ
る
あ
b
、
　
外
れ
を
≧
8

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
四
五
　
（
四
五
）

蕾



鯵
二
巻
　
　
叢
説
．
　
エ
ト
ル
ス
キ
の
遺
勝
ε
共
の
丈
化
－

と
錠
N
巨
。
或
は
℃
○
戦
冨
竃
母
N
写
ご
云
ふ
、
之
に
も
》
千

び
q
ρ
蓉
p
》
窪
・
ぎ
0
巳
8
一
9
ノ
ま
す
の
銘
あ
り
、
下
部
の
大
ア

ー
チ
は
エ
ト
川
ス
キ
の
も
の
な
ら
ん
も
．
上
部
の
六
個
の

方
柱
及
び
其
の
間
な
る
胸
像
は
羅
馬
時
代
の
も
の
な
り
、

此
の
外
し
∩
話
p
養
”
団
σ
ξ
器
2
寓
9
榊
書
置
騨
　
の
三
門
も
エ

ト
ル
ス
キ
時
代
の
も
の
な
り
こ
い
ふ
○

　
ぺ
川
ヂ
や
附
近
に
は
亦
紀
エ
ト
川
ス
キ
の
墳
墓
多
く
、

其
の
内
よ
り
薮
見
せ
ら
れ
だ
る
遺
物
は
ぺ
川
ヂ
や
大
學
附

薦
の
博
物
館
に
出
陳
せ
ら
る
、
而
か
も
墳
墓
其
の
も
の
、

う
ち
最
も
見
る
臨
き
は
ナ
ン
、
コ
ン
ス
タ
ン
ッ
オ
門
外
の

南
三
哩
字
溝
の
端
電
路
の
踏
切
に
近
く
存
在
す
る
し
Q
。
℃
○
、

一
6
δ
浄
．
＜
o
一
§
三
（
ヅ
ォ
川
ソ
ニ
の
墓
）
に
若
く
は
無
し
、

墓
は
深
く
地
下
に
切
り
開
か
れ
、
長
き
石
階
を
降
り
て
濫

．
め
ば
戸
口
あ
b
、
古
へ
の
墓
門
に
し
て
元
ご
ト
ラ
ベ
ル
チ

ノ
の
互
石
を
以
て
戸
を
作
れ
り
、
A
コ
な
ほ
存
す
、
内
に
入

れ
ば
中
央
に
大
室
あ
り
、
天
井
は
く
形
こ
な
り
て
垂
木
等

の
形
を
模
せ
り
、
九
個
の
小
室
あ
り
て
此
の
大
室
に
接
す

　
　
　
　
　
　
　
筑
〃
　
一
　
號
　
　
　
　
四
山
八
．
（
四
山
ハ
）

其
う
ち
入
口
に
鋼
せ
る
一
室
に
今
な
ほ
多
く
の
石
棺
を
藏

し
、
其
の
銘
文
に
よ
り
て
歪
・
善
・
・
（
ノ
N
q
§
皇
・
・
辮
編
）

家
の
も
の
な
る
を
知
お
可
し
、
正
面
に
は
主
人
、
公
》
き
い

～．

寃
ﾄ
ぎ
冨
の
棺
あ
り
、
二
人
の
天
使
の
像
を
附
し
た
る

棺
壷
の
上
に
澱
か
れ
、
資
質
に
は
エ
ト
川
ス
キ
風
に
横
臥

せ
る
ア
ル
ン
ス
の
像
を
姜
す
、
其
の
右
に
彼
の
男
見
及
び

若
き
妻
ノ
、
窪
9
の
棺
あ
り
、
左
手
に
は
彼
の
女
兇
の
腰
か

け
把
る
像
あ
る
棺
あ
り
、
叉
だ
家
屋
形
の
精
巧
な
る
大
理

石
棺
を
資
す
、
此
の
室
の
天
井
に
は
メ
ヅ
ー
サ
の
浮
彫
め

り
、
入
塾
の
壁
に
は
蛇
の
頭
を
守
護
紳
の
意
も
て
附
せ
ら

れ
π
る
も
面
白
し
、
ヌ
た
中
央
室
の
天
井
よ
り
テ
ラ
コ
ッ

タ
の
燈
器
の
昔
な
が
ら
に
懸
垂
せ
る
は
、
特
に
興
味
を
戚
’

す
る
所
な
り
。

　
他
の
諸
室
に
も
各
撒
個
の
棺
あ
り
、
階
上
の
番
所
に
も

多
数
の
棺
を
畳
き
π
り
、
此
の
墓
よ
り
出
だ
る
棺
凡
て
百

に
も
上
る
窮
し
、
蓋
し
跳
の
ヴ
強
悪
ン
ニ
族
は
ペ
ル
ヂ
ヤ

に
於
け
る
エ
、
ト
〃
ス
キ
の
名
家
に
し
て
、
羅
馬
時
代
に
至



り
て
も
交
献
に
贋
々
現
れ
文

名
を
な
せ
る
人
も
あ
り
、
此

の
墓
は
其
の
時
代
よ
り
云
へ

ば
寧
ろ
エ
ト
ル
ス
キ
の
墓
中

新
し
き
時
代
に
属
す
る
も
の

な
れ
ざ
、
　
一
家
の
墓
（
閃
巳
ゴ
で

ぢ
δ
ヨ
σ
）
の
一
例
こ
し
て
最

も
善
く
其
の
性
質
を
現
せ
る

も
の
な
り
ご
云
は
ざ
る
可
か

ら
す
Q

　
　
（
ホ
）
コ
川
子
ト
、
タ

　
　
　
　
〃
ク
イ
ナ
の
遺
跡

　
羅
馬
よ
リ
ビ
ず
、
ぜ
ノ
ア

に
至
る
海
岸
線
鐵
道
に
搭
す

れ
ば
二
時
間
を
纒
す
し
て
チ

ヴ
イ
タ
グ
エ
キ
ヤ
を
過
ぎ
暫

く
に
し
て
コ
ル
子
堕
の
騨
に
．

　　　回訓巡Ψo－丁鰹Q幽《
　張、黛

1
・

第
ご
巻
　
　
叢
　
訊
　
　
エ
ト
ル
ス
キ
の
遽
跡
辻
其
の
丈
化

　
遷
す
、
騨
の
東
方
丘
陵
の
上

　
に
幾
多
の
魚
影
参
差
す
る
は

　
之
れ
即
ち
中
世
の
市
コ
川
子

　
ト
に
し
て
、
ロ
マ
子
ス
ク
式

タ
の
古
寺
ご
古
屋
ご
は
市
街
の

ル
陥
庭
に
之
を
見
る
蒔
く
ゴ
シ

ク
ッ
ク
式
の
℃
巴
嵩
N
O
＜
…
｛
亀
？

イ
㏄
。
三
は
市
の
入
ロ
に
高
く
立

二
っ
て
在
り
し
昔
の
面
影
を
傳

逡
ふ
、
此
の
古
め
か
し
き
伊
太

跡
利
の
小
市
街
は
、
古
の
エ
ト

略
ル
ス
キ
の
十
二
市
の
中
心
ご

躍
し
て
仰
が
れ
た
る
類
三
；
一
三
円

　
の
墓
地
の
一
端
に
生
れ
串
で

　
た
る
に
て
、
山
骨
現
は
れ
荒

　
艸
に
被
は
れ
た
る
8
・
［
・
。
賦
9

　
（
或
は
型
舅
。
臼
Ω
く
…
冨
）
の

第
一
號

四
七
　
（
四
七
）



　
　
　
第
二
巻
　
　
叢
　
設
　
　
エ
ト
レ
ス
キ
の
遺
跡
、
こ
其
の
丈
化

小
丘
の
此
の
墓
地
丘
の
北
方
に
立
て
る
こ
そ
タ
〆
ク
イ
ニ

の
市
街
の
跡
な
れ
Q

　
久
〃
ク
イ
ニ
の
言
論
は
暴
説
に
よ
れ
ば
、
ト
ロ
ヤ
の
戦

孚
後
問
も
無
く
、
ソ
ヂ
や
里
諺
蔓
。
・
の
子
日
墨
量
三
。
。
は

饒
鯉
の
爲
め
に
其
國
を
出
で
、
伊
太
利
に
來
り
、
エ
ト
ル

リ
ヤ
の
十
二
市
を
は
じ
む
、
こ
の
晴
彼
は
其
の
親
族
円
勢
望

魯
。
コ
を
し
て
其
の
業
に
、
從
は
し
む
、
タ
ル
コ
ン
の
名
よ
り

此
の
タ
ル
ク
イ
ニ
の
市
名
起
る
こ
い
ふ
、
斯
の
如
く
三
川

ク
4
二
は
エ
ト
〃
リ
ャ
の
始
國
ご
尤
も
密
接
な
る
關
係
あ

り
、
、
十
二
市
の
政
治
的
中
心
に
は
非
す
ご
も
、
少
く
こ
も

宗
敷
的
、
精
神
的
中
心
こ
し
て
尤
も
重
き
を
な
せ
る
こ
メ

は
之
を
想
像
す
る
に
難
か
ら
す
、
而
し
て
今
日
吾
人
は
タ

川
ク
イ
ニ
の
遺
跡
を
以
て
エ
ト
川
ス
キ
の
壁
需
研
究
の
資

料
の
中
心
こ
し
て
之
を
重
要
淫
す
る
な
り
、
何
こ
な
れ
ば

市
街
の
遺
跡
は
何
等
見
る
可
き
も
の
な
く
、
た
や
墳
墓
の

壁
薔
の
他
の
諸
地
方
に
勝
り
て
多
く
存
す
る
も
の
あ
れ
ば

な
b
o
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此
等
墳
墓
の
壁
薔
に
就
き
て
は
デ
ソ
ニ
ス
氏
等
の
著
書

に
其
の
詳
し
き
を
述
べ
把
れ
ば
今
は
π
矯
余
の
見
る
こ
こ

ろ
に
就
き
て
尤
も
簡
潔
に
記
す
る
に
止
め
ん
こ
す
、
此
等

諸
夏
は
≧
9
冨
δ
N
臥
の
上
に
籏
が
り
て
、
其
の
主
要
な

る
も
の
》
み
に
て
も
二
十
四
あ
り
、
此
の
う
ち
余
の
見
仁

る
は
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σ
颯
μ
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（
一
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。
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キ
式
に
属
す
る
も
の
な
り
、
騎
馬
の
行
列
、
其
他
を
薔
き

（一

閨j

氏
B
ヨ
審
9
嵜
O
O
茎
氏
。
【
O
碧
9
霞
。
号
一
切
。
δ
－
彩
色
は
軍
簡
な
る
も
善
く
保
．
存
せ
ら
れ
、
馬
禮
の
背
高
く

　
　
　
　
g
（
一
〇
Q
N
O
）

　
　
（
D
O
）
↓
9
ゴ
σ
脚
　
，

　
　
　
　
飢
鉱
円
9
・
…
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（
回
。
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）

　
　
（
蕊
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円
〇
三
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へ
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唯
一
＞
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σ
q
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へ
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（
・
。
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の
十
四
な
サ
、
此
の

う
ち
（
1
9
）
．
「
男
爵
の

墓
」
は
日
。
日
σ
σ
血
巴
o

H
戸
．
畠
N
δ
三
及
び
日
。
－

言
げ
9
α
O
一
ン
自
。
詳
○
こ

次
ぎ
て
コ
ル
子
ト
の

墓
中
立
も
古
き
も
の

箒
醤
拶
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　
ケ
イ
ク

に
し
て
、
デ
ン
ニ
ス
氏
の
所
謂
古
拙
時
代
或
は
下
職
渉
川

　
　
　
第
ご
　
巻
　
叢
説
　
エ
ト
ル
ス
キ
の
癒
跡
ε
共
の
丈
量

、
ボ
欝
、

鰍
磁

麓
鱗
蟻

　
細
き
等
凡
て
書
法
の
古

　
き
を
示
せ
り
、
少
く
こ

　
も
希
臓
に
於
い
て
ポ
リ

　
グ
ノ
ー
ト
ス
等
出
で
、

オ
給
薔
の
自
由
に
登
達
せ

ル
る
以
前
の
横
…
式
を
示
す

コ
次
に
一
W
「
ト
リ
ク
リ
ニ

の墓
オ
の
墓
」
は
エ
ト
川
ス

壁
キ
墳
墓
壁
薔
に
尤
も
普

謝
通
な
る
會
宴
の
光
景
を

　
描
き
、
舞
踊
せ
る
入
物

　
等
あ
り
、
布
澱
結
構
巧

　
致
に
し
て
、
彩
色
亦
複

　
難
曙
こ
な
る
、
思
ふ
に
希

臓
に
於
て
糟
薔
の
尤
も
登
達
せ
る
時
代
の
影
響
を
受
け
し
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（
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第
ご
巻
　
叢
設

も
の
な
ら
む
、
ω
「
楯
の
墓
」
も

同
じ
時
代
に
属
し
、
狩
狸
漁
携

の
圖
あ
b
て
面
白
き
も
、
其
技

巧
は
一
々
幼
稚
な
る
を
見
る
、
．

　
　
ラ

次
は
1
3
一
，
オ
ル
コ
の
墓
」
は
其
の

　
　
く

プ
ラ
y
複
雑
に
し
て
二
一
ご
の
墓

の
相
合
し
実
る
も
の
な
り
、
大

室
に
は
會
宴
の
三
等
を
臨
き
他

の
小
室
に
は
黄
泉
の
光
景
を
寓

す
、
大
室
の
壁
書
は
破
滅
し
π

る
も
の
多
．
き
も
、
唱
う
ち
一
個

の
婦
人
の
頭
部
は
其
手
法
の
巧

妙
に
し
て
優
雅
な
る
實
に
エ
ト

川
ス
キ
の
書
中
之
に
過
ぐ
る
は

な
か
る
可
く
、
全
く
希
臓
的
に

し
て
デ
ン
ニ
ス
氏
の
構
し
て
曽

箕
o
h
二
c
o
「
竃
。
巴
Ω
；
8
パ
齢
羊
。

エ
ト
ル
ス
キ
の
遺
跡
ε
跳
ハ
の
文
化
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ご
云
ふ
藩
に
し
て
或
は
・
、
¢
舜

　
げ
巴
麟
匂
D
三
二
甲
　
一
〇
卑
9
　
匹
一
　
α
○
謹
ρ
9

　
富
三
二
げ
①
ご
9
α
＝
三
け
二
伍
州
｝
診
二

　
国
嘗
象
。
三
、
．
ご
云
へ
る
は
過
賞

　
に
あ
ら
ざ
る
な
り
、
小
室
に
は

男
朋
翼
あ
る
悪
魔
目
高
．
ζ
七
、
騨
ご

爵
日
ゴ
。
治
（
↓
ゴ
窃
〇
二
い
）
の
圖
、
大
な

の
る
兇
。
壽
昌
。
の
圖
、
。
。
樽
園
。
．
一
。
．

　
円
黛
「
ρ
O
び
話
の
圖
等
あ
り
、

墓
何
れ
も
薔
法
頗
る
巧
に
し
て
彩

壁
色
も
、
他
の
壁
書
に
於
い
て
見

書
る
が
如
く
装
飾
的
な
ら
す
窺
其

　
の
隠
題
の
精
瀞
を
表
現
し
て
一

　
種
凄
愴
の
戚
を
輿
へ
し
む
る
も

　
の
あ
り
、
希
臓
に
於
け
る
ペ
ロ

　
ボ
ソ
子
ソ
ス
職
箏
時
代
の
壁
薔

　
の
影
響
を
示
し
配
る
も
の
こ
見



る
可
し
（
前
叫
世
紀
）
、
此
の
墓
の
壁
書
ご
岡
時
代
ご
思
は

る
、
も
の
は
ω
及
1
1
の
莫
皿
の
壁
書
な
り
、
り
の
菓
｝
中
の
方

　
　
　
　
　
じ
ヒ
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
く

柱
に
あ
る
ト
ソ
フ
オ
子
の
圖
、
殊
に
ロ
の
そ
れ
な
る
床
上

の
男
女
の
囲
の
如
き
僻
書
こ
し
て
は
寧
ろ
優
秀
な
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

に
属
す
べ
し
、
、
最
後
に
η
「
牡
牛
の
署
し
は
尤
も
近
く
登

癒
せ
ち
れ
た
る
も
の
に
し
て
、
祭
壇
ご
騎
馬
の
士
の
外
、

光
も
淫
狸
な
る
圖
を
描
き
た
り
、
ミ
ハ
エ
リ
ス
氏
は
此
の

墓
の
圖
を
以
て
エ
ト
ズ
ス
キ
壁
欝
中
綬
一
期
の
末
（
前
々

世
紀
の
末
▽
の
も
の
こ
な
せ
り
、
さ
れ
ご
余
は
左
程
古
き

も
の
こ
す
る
の
説
に
賛
す
る
能
は
ざ
る
な
り
Q

フ
ン
デ
ル
ト
シ
ヤ
フ
ト

の
集
團
に
就
い
て

文
學
士
植
村
清
之
助

　
厭
洲
中
世
の
大
部
分
を
占
め
て
居
つ
だ
自
然
経
濟
の
時

代
、
土
地
が
生
産
の
主
要
素
を
成
し
て
居
っ
た
肚
會
生
活

　
　
　
算
二
巻
　
　
叢
親
　
　
フ
ン
デ
ル
ト
シ
ヤ
フ
ト
の
集
團
に
就
い
て

で
は
レ
聴
講
制
度
が
め
ら
ゆ
る
政
治
附
胱
會
的
事
象
ご
密

接
な
る
弱
毒
を
有
し
て
居
っ
た
の
で
あ
る
。
勿
論
是
等
の

諸
事
象
を
以
て
土
地
制
度
の
必
然
的
結
果
ご
見
倣
す
は
誤

れ
る
の
甚
し
き
も
の
で
は
あ
る
が
、
爾
者
の
問
に
離
る
べ

か
ら
ざ
ち
因
縁
、
相
懸
的
事
情
の
存
在
し
て
居
っ
た
の
は

否
定
す
る
こ
ご
が
出
來
な
い
。
就
中
軍
務
に
關
す
る
制
摩
砂

が
土
地
ご
極
め
て
止
長
な
る
愚
智
の
下
に
存
立
し
て
居
っ

た
こ
ご
は
、
殊
に
注
意
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
云
ふ
迄
も
な

く
、
か
の
封
建
制
度
は
最
も
よ
く
こ
れ
を
讃
清
し
て
居
る

の
で
あ
る
が
、
吾
人
は
該
制
以
前
即
ち
一
般
徴
兵
制
度
り

維
持
せ
ら
れ
て
三
つ
π
時
代
に
於
て
も
、
猶
軍
務
ご
土
地

所
有
こ
の
關
係
を
認
め
る
こ
ご
が
毘
摩
る
．
こ
考
へ
る
の
で

あ
る
。
（
こ
の
纂
は
大
鑑
四
年
四
月
の
史
田
野
大
曾
の
西
津
史
都
會
に
於
て
論
蓮
し
、
典
要
旨
は
同
月
登
行
の
史
學
雑
誌
に
幅
げ
れ
の
で
あ
る
）

而
も
こ
の
關
係
は
土
地
定
着
の
純
農
業
時
代
に
入
ら
な
い

原
始
ゲ
ル
マ
ニ
の
杜
會
に
於
て
も
存
在
し
て
居
っ
た
や
う

に
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
余
は
こ
の
掘
察
黙
か
ら
フ

ン
デ
〆
ト
シ
ヤ
フ
ト
の
集
團
を
解
繹
し
や
う
ご
考
へ
る
の

．
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